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SUMO 化による糸状菌二次代謝のエピジェネテッィク制御 

本山高幸 

 
 糸状菌のゲノム中には膨大な数の二次代謝産物生合成遺伝子クラスターがあるが、ほとん

どが実験室条件では眠っている状態であるため、何を作っているか分かっていない。このよ

うな二次代謝遺伝子クラスターの発現制御に、ヒストンのアセチル化やメチル化などのエピ

ジェネティックな制御が重要な役割を果たしていることが明らかになってきた。最近、エピ

ジェネティック制御の一つとして SUMO（small ubiquitin-like modifier）化による制御が

注目されている。今回、糸状菌二次代謝制御に SUMO 化による制御が重要な働きをしており、

SUMO 化をコントロールすることにより眠っている二次代謝遺伝子を覚醒させることができる

ことを示した論文を紹介する。 
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要旨 

 糸状菌 Aspergillus nidulans のゲノム中には 46 個の生合成遺伝子クラスターがあることが

推定されるが、ほとんどが、実験室条件下では発現しないため、何を作るのか分かっていない。

今回、我々は A. nidulans において SUMO をコードする遺伝子 sumO を破壊することにより、二

次代謝産物 asperthecin の生産の劇的増加と、austinol/dehydroaustinol と stegmatocystin

の合成の低下、を引き起こしたことを報告する。更に、asperthecin 大量生産株を親株として

して様々な遺伝子破壊株を作成することにより、生合成に必要とされる遺伝子を同定した。

asperthecin 生合成遺伝子クラスターは、PKS、加水分解酵素、モノオキシゲナーゼをコードす

る遺伝子群を含んでいた。この情報を元に、生合成経路を推定することができた。 
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